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里親と養子縁組を一体的に支援する

「里親支援センター」の設置を
～親子が分かれて暮らさざるを得ない子どもへの

「社会的支援」の強化を～

そもそも「里親が養育のすべてを担わなけれ

ばならない」現状から、こどもの養育を中心に、

「里親個人が責任と負担を一身に負わず、子

どもに対して重層的なケアを提供するために、

里親と里親支援機関や児童相談所等がチー

ムを組みながらの里親養育が重要である」とす

る方向の転換が求められています。

◎里親と里子の一体的な支援の強

化を
現在、川崎市には２つの民間フォスタリング

機関（主に里親制度を知ってもらうための広報

や普及啓発活動および里親家庭の支援を行

う）があります。

ところが、それぞれ、養育里親担当と養子縁

組担当と役割が分担されていることから、一体

的な支援を求める要望が出されています。

虐待経験や発達に課題があるこどもへの対

応など、さらには思春期を迎え、親子の関係が

難しくなる課題など、困難な課題を抱えている

里子および里親のニーズにあった支援が重要

なのです。
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◎「里親支援センター」の設置を
現在の、フォスタリング機関の取組みを

見ると、里子よりも里親に支援の重きを置

いている実態があります。

「里親支援センター」は令和４年、改正

児童福祉法により「児童福祉施設」として

位置付けられた「里親および児童を一体

的に支援」する施設です。

現在の２つのフォスタリング機関は、業

務委託ですが、仮に「里親支援センター」

が設置された場合には、本市が認可を行

う児童福祉施設となります。すなわち、職

員の配置基準などに国基準に準拠する

ので、現在の委託業務よりも手厚い人員

の配置およびサービスが期待できます。

令和８年度策定予定の「子ども・若者の

未来応援プラン」第３期の中で、「里親支

援センター」の設置を検討できないのか、

３月１１日の予算審査特別委員会で質疑

を行い、「設置に向けた検討を進めて参り

たい」との答弁を得ました。

設置に向けて議論を進めて参ります。

◎家庭的養育の重要性
令和４年の改正児童福祉法では「児

童等に対する家庭および養育環境の支

援を強化」することが大眼目となる。施

設入所ではなく家庭的養育が原則。

その一方で、委託された子どもを「児

童相談所によって不当に引き上げられ

た」という里親からの訴えや悩みをお聞

きするケースが増えています。

里親登録を増やすことが喫緊の課題

（川崎市子ども・若者の未来応援プラン）

家庭養育優先原則とパーマネンシ―
の保障の理念が重要。

【パーマネンシーの具体例】

・子どもが家庭で育つ権利を保障する

・子どもと養育者や養育環境との

永続的な関係を重視する

・子どもに安定的なケアを保障する

（パーマネンシー保障）

・子どもに信頼できるひとりのおとなとの

永続的な関係性をもつ取り組み
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